
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    社会福祉法人東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    社会福祉法人東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    社会福祉法人東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

1



MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

東東
京京
のの
病病
院院
をを
受受
診診
すす
るる
必必
要要
がが
ああ
るる
時時
、、
関関
西西
かか
らら
上上
京京
すす
るる

見見
ずず
知知
らら
ずず
だだ
っっ
たた
私私
のの
通通
院院
介介
護護
をを
事事
業業
所所
全全
体体
でで
受受
けけ
入入
れれ
、、

気気
持持
ちち
をを
ほほ
ぐぐ
しし
なな
がが
らら
ササ
ポポ
ーー
トト
しし
てて
くく
だだ
ささ
りり
、、
ああ
りり
がが
とと
うう

ごご
ざざ
いい
まま
すす
。。
病病
院院
まま
でで
たた
どど
りり
着着
くく
まま
でで
のの
間間
、、
電電
車車
のの
車車
窓窓
なな

どど
かか
らら
見見
ええ
るる
東東
京京
のの
名名
所所
やや
、、
都都
内内
のの
地地
下下
鉄鉄
のの
話話
をを
聞聞
かか
せせ
てて

くく
だだ
ささ
っっ
たた
りり
、、
受受
診診
のの
たた
めめ
のの
上上
京京
とと
はは
いい
ええ
、、
人人
気気
のの
関関
東東
名名

物物
をを
教教
ええ
てて
くく
だだ
ささ
っっ
たた
りり
しし
てて
、、
介介
護護
だだ
けけ
でで
なな
くく
、、「「
心心
のの
東東
京京

土土
産産
」」
まま
でで
いい
つつ
もも
いい
たた
だだ
いい
てて
いい
まま
すす
。。  
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私私
達達
親親
子子
はは
ここ
のの
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
へへ
のの
応応
募募
をを
１１
年年
のの
目目
標標
とと
しし
てて
きき
たた
。。

  

二二
〇〇
一一
七七
年年
「「
笑笑
顔顔
にに
勝勝
るる
介介
護護
なな
しし
」」
。。
二二
〇〇
一一
八八
年年
「「
老老
いい
にに

ブブ
レレ
ーー
キキ
がが
掛掛
けけ
らら
れれ
たた
らら
」」
とと
願願
っっ
たた
。。
二二
〇〇
一一
九九
年年
東東
京京
オオ
リリ

ンン
ピピ
ッッ
クク
決決
定定
にに
「「
8822
歳歳
のの
夢夢
」」
をを
語語
っっ
たた
。。  

  

地地
方方
へへ
のの
転転
勤勤
がが
決決
まま
っっ
たた
時時
、、
母母
はは
自自
分分
のの
介介
護護
でで
はは
なな
くく
私私

のの
将将
来来
とと
自自
由由
なな
時時
間間
をを
選選
ぶぶ
様様
、、
背背
中中
をを
押押
しし
てて
くく
れれ
たた
。。  

今今
年年
もも
ここ
うう
しし
てて
メメ
ッッ
セセ
ーー
ジジ
をを
送送
れれ
たた
ここ
とと
、、
母母
がが
生生
きき
てて
いい
てて

くく
れれ
るる
ここ
とと
がが
今今
一一
番番
嬉嬉
しし
くく
思思
うう
。。  
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私私
はは
美美
容容
学学
校校
でで
福福
祉祉
にに
もも
興興
味味
がが
ああ
りり
学学
校校
でで
資資
格格
をを
取取
りり
まま

しし
たた
。。
学学
校校
でで
身身
にに
つつ
けけ
たた
知知
識識
とと
技技
術術
をを
介介
護護
現現
場場
でで
活活
かか
しし
年年

をを
重重
ねね
てて
もも
自自
分分
にに
自自
信信
をを
持持
っっ
てて
欲欲
しし
いい
、、
まま
たた
笑笑
顔顔
をを
増増
やや
しし

たた
いい
とと
考考
ええ
介介
護護
のの
道道
をを
選選
びび
まま
しし
たた
。。
おお
しし
ゃゃ
れれ
がが
大大
好好
きき
だだ
っっ

たた
ひひ
いい
おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
とと
医医
療療
現現
場場
でで
働働
くく
母母
のの
影影
響響
もも
ああ
りり
、、
福福

祉祉
とと
美美
容容
のの
知知
識識
をを
兼兼
ねね
備備
ええ
、、
高高
齢齢
にに
なな
っっ
たた
利利
用用
者者
様様
のの
笑笑
顔顔

とと
自自
信信
をを
増増
やや
すす
ここ
とと
がが
でで
きき
るる
人人
にに
なな
りり
たた
いい
でで
すす
。。  
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２２
歳歳
のの
ここ
ろろ
私私
のの
両両
親親
がが
離離
婚婚
、、
そそ
のの
後後
祖祖
父父
母母
にに
引引
きき
取取
らら
れれ

まま
しし
たた
。。
私私
をを
ずず
っっ
とと
育育
てて
てて
くく
れれ
たた
おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
はは
私私
のの
おお
かか

ああ
ささ
んん
でで
しし
たた
。。
明明
るる
くく
てて
いい
つつ
もも
元元
気気
でで
とと
にに
かか
くく
かか
わわ
いい
がが
っっ

てて
くく
れれ
たた
おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
がが
認認
知知
症症
にに
なな
りり
、、
実実
のの
息息
子子
やや
自自
分分
のの

ここ
とと
もも
わわ
かか
らら
なな
くく
なな
っっ
てて
きき
てて
もも
私私
のの
ここ
とと
だだ
けけ
はは
ちち
ゃゃ
んん
とと
覚覚

ええ
てて
くく
れれ
てて
いい
てて
、、
もも
うう
大大
人人
のの
私私
にに
ちち
ゃゃ
んん
とと
ごご
飯飯
食食
べべ
たた
かか

いい
？？
がが
口口
癖癖
でで
心心
配配
しし
てて
くく
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。  

  

なな
んん
にに
もも
恩恩
返返
しし
がが
でで
きき
なな
いい
まま
まま
、、
いい
なな
くく
なな
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた

おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
。。
恩恩
返返
しし
がが
でで
きき
なな
かか
っっ
たた
分分
、、
今今  

私私
はは
介介
護護
のの
仕仕

事事
をを
しし
てて
いい
るる
よよ
、、
おお
ばば
ああ
ちち
ゃゃ
んん
。。
みみ
てて
てて
ねね
、、
ずず
っっ
とと
。。
そそ
しし

てて
育育
てて
てて
くく
れれ
てて
ああ
りり
がが
とと
うう
！！  
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入入
職職
しし
たた
当当
時時
かか
らら
シシ
ョョ
ーー
トト
スス
テテ
イイ
をを
ごご
利利
用用
ささ
れれ
、、
現現
在在
特特
養養
にに
入入
所所
ささ

れれ
てて
いい
るる
方方
がが
いい
らら
っっ
しし
ゃゃ
いい
まま
すす
がが
、、
そそ
のの
当当
時時
かか
らら
「「
背背
中中
のの
瀬瀬
奈奈
ちち
ゃゃ
んん
」」

とと
私私
（（
職職
員員
））
のの
名名
前前
をを
いい
つつ
もも
覚覚
ええ
てて
下下
ささ
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。  

  

そそ
れれ
かか
らら
５５
～～
６６
年年
経経
っっ
たた
現現
在在
はは
、、
名名
前前
をを
憶憶
ええ
てて
いい
まま
すす
かか
とと
伺伺
っっ
てて
もも

「「
忘忘
れれ
ちち
ゃゃ
っっ
たた
」」
とと
仰仰
らら
れれ
るる
事事
がが
増増
ええ
まま
しし
たた
がが
、、
背背
中中
をを
叩叩
くく
素素
振振
りり
をを

おお
見見
せせ
すす
るる
とと
「「
ああ
、、
瀬瀬
奈奈
ちち
ゃゃ
んん
」」
とと
思思
いい
出出
しし
てて
下下
ささ
いい
まま
すす
。。
名名
前前
をを
いい

つつ
まま
でで
もも
覚覚
ええ
てて
いい
てて
下下
ささ
っっ
てて
いい
るる
事事
にに
いい
つつ
もも
心心
がが
ほほ
っっ
ここ
りり
しし
、、
頑頑
張張
ろろ

うう
とと
いい
っっ
たた
気気
持持
ちち
にに
なな
りり
まま
すす
。。  

  

初初
めめ
てて
シシ
ョョ
ーー
トト
スス
テテ
イイ
をを
利利
用用
ささ
れれ
たた
利利
用用
者者
様様
をを
おお
送送
りり
しし
たた
際際
、、
ごご
利利

用用
中中
のの
様様
子子
のの
おお
手手
紙紙
とと
次次
回回
のの
連連
絡絡
表表
をを
ごご
家家
族族
へへ
手手
渡渡
しし
すす
るる
とと
、、「「
まま
たた
、、

おお
泊泊
りり
しし
てて
いい
いい
んん
でで
すす
かか
？？
ここ
れれ
はは
、、
合合
格格
通通
知知
書書
でで
すす
ねね
」」
とと
嬉嬉
しし
そそ
うう
にに

ごご
家家
族族
のの
方方
がが
仰仰
っっ
てて
おお
りり
、、
おお
泊泊
りり
がが
出出
来来
たた
事事
をを
とと
てて
もも
喜喜
ばば
れれ
てて
いい
たた
のの

をを
みみ
てて
、、
嬉嬉
しし
くく
思思
いい
ほほ
っっ
ここ
りり
しし
たた
気気
持持
ちち
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  
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介介
護護
職職
員員
にに
なな
りり
早早
いい
もも
のの
でで
1188
年年
、、
毎毎
日日
めめ
まま
ぐぐ
るる
しし
くく
働働
いい

てて
いい
てて
いい
るる
がが
、、
ふふ
とと
思思
うう
自自
分分
がが
成成
長長
でで
きき
てて
いい
るる
部部
分分
、、【【
そそ
れれ

はは
人人
にに
優優
しし
くく
でで
きき
るる
ここ
とと
。。
】】
仕仕
事事
だだ
かか
らら
利利
用用
者者
にに
優優
しし
くく
すす
るる

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
はは
なな
くく
、、
人人
とと
しし
てて
社社
会会
でで
生生
きき
るる
たた
めめ
にに
他他
者者
にに

対対
しし
てて
のの
とと
ここ
ろろ
、、
社社
会会
でで
生生
きき
るる
上上
でで
基基
盤盤
にに
なな
るる
部部
分分
がが
介介
護護

職職
とと
いい
うう
仕仕
事事
のの
中中
でで
成成
長長
でで
きき
てて
きき
たた
かか
なな
。。
実実
感感
しし
てて
いい
まま
すす
。。

そそ
のの
気気
持持
ちち
をを
忘忘
れれ
ずず
介介
護護
とと
いい
うう
仕仕
事事
にに
感感
謝謝
しし
つつ
つつ
今今
日日
もも
全全

力力
でで
働働
きき
たた
いい
とと
思思
うう
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

いい
つつ
かか
らら
介介
護護
士士
にに
なな
っっ
たた
んん
だだ
ろろ
うう
。。  

  

内内
定定
をを
もも
らら
っっ
たた
日日
？？
入入
職職
しし
たた
日日
？？
介介
護護
福福
祉祉
士士
のの
国国
家家
試試
験験

にに
受受
かか
っっ
たた
日日
？？  

……
……
違違
うう
。。
利利
用用
者者
ささ
んん
とと
出出
会会
っっ
たた
日日
、、
一一
緒緒
にに
大大
笑笑
いい
しし
たた
日日
、、

うう
まま
くく
介介
助助
でで
きき
なな
くく
てて
泣泣
いい
たた
日日
、、
辛辛
いい
気気
持持
ちち
がが
分分
かか
らら
なな
くく

てて
悩悩
んん
だだ
日日
。。
最最
期期
のの
おお
別別
れれ
をを
しし
たた
日日
。。
そそ
のの
一一
つつ
ひひ
とと
つつ
がが
、、

僕僕
をを
介介
護護
士士
にに
しし
てて
くく
れれ
たた
。。  

ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
もも
っっ
とと
もも
っっ
とと
。。
僕僕
はは
介介
護護
士士
とと
しし
てて
生生
きき
てて
いい
くく
。。

  

僕僕
をを
介介
護護
士士
にに
しし
てて
くく
れれ
てて
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
。。  
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MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

介介
護護
職職
員員
にに
なな
りり
早早
いい
もも
のの
でで
1188
年年
、、
毎毎
日日
めめ
まま
ぐぐ
るる
しし
くく
働働
いい

てて
いい
てて
いい
るる
がが
、、
ふふ
とと
思思
うう
自自
分分
がが
成成
長長
でで
きき
てて
いい
るる
部部
分分
、、【【
そそ
れれ

はは
人人
にに
優優
しし
くく
でで
きき
るる
ここ
とと
。。
】】
仕仕
事事
だだ
かか
らら
利利
用用
者者
にに
優優
しし
くく
すす
るる

とと
いい
うう
ここ
とと
でで
はは
なな
くく
、、
人人
とと
しし
てて
社社
会会
でで
生生
きき
るる
たた
めめ
にに
他他
者者
にに

対対
しし
てて
のの
とと
ここ
ろろ
、、
社社
会会
でで
生生
きき
るる
上上
でで
基基
盤盤
にに
なな
るる
部部
分分
がが
介介
護護

職職
とと
いい
うう
仕仕
事事
のの
中中
でで
成成
長長
でで
きき
てて
きき
たた
かか
なな
。。
実実
感感
しし
てて
いい
まま
すす
。。

そそ
のの
気気
持持
ちち
をを
忘忘
れれ
ずず
介介
護護
とと
いい
うう
仕仕
事事
にに
感感
謝謝
しし
つつ
つつ
今今
日日
もも
全全

力力
でで
働働
きき
たた
いい
とと
思思
うう
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

いい
つつ
かか
らら
介介
護護
士士
にに
なな
っっ
たた
んん
だだ
ろろ
うう
。。  

  

内内
定定
をを
もも
らら
っっ
たた
日日
？？
入入
職職
しし
たた
日日
？？
介介
護護
福福
祉祉
士士
のの
国国
家家
試試
験験

にに
受受
かか
っっ
たた
日日
？？  

……
……
違違
うう
。。
利利
用用
者者
ささ
んん
とと
出出
会会
っっ
たた
日日
、、
一一
緒緒
にに
大大
笑笑
いい
しし
たた
日日
、、

うう
まま
くく
介介
助助
でで
きき
なな
くく
てて
泣泣
いい
たた
日日
、、
辛辛
いい
気気
持持
ちち
がが
分分
かか
らら
なな
くく

てて
悩悩
んん
だだ
日日
。。
最最
期期
のの
おお
別別
れれ
をを
しし
たた
日日
。。
そそ
のの
一一
つつ
ひひ
とと
つつ
がが
、、

僕僕
をを
介介
護護
士士
にに
しし
てて
くく
れれ
たた
。。  

ここ
れれ
かか
らら
もも
、、
もも
っっ
とと
もも
っっ
とと
。。
僕僕
はは
介介
護護
士士
とと
しし
てて
生生
きき
てて
いい
くく
。。

  

僕僕
をを
介介
護護
士士
にに
しし
てて
くく
れれ
てて
、、
ああ
りり
がが
とと
うう
。。  
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MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

私私
がが
介介
護護
のの
仕仕
事事
にに
就就
ここ
うう
とと
思思
っっ
たた
きき
っっ
かか
けけ
はは
、、
二二
つつ
ああ
りり

まま
すす
。。
一一
つつ
目目
はは
中中
学学
生生
のの
時時
にに
入入
っっ
てて
いい
たた
委委
員員
会会
でで
、、
特特
別別
養養

護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
にに
慰慰
問問
にに
行行
っっ
たた
時時
、、
兄兄
のの
同同
級級
生生
がが
とと
てて
もも
楽楽
しし

そそ
うう
にに
入入
居居
者者
ささ
んん
とと
会会
話話
をを
しし
なな
がが
らら
働働
いい
てて
いい
るる
所所
をを
見見
てて
、、

自自
分分
もも
ああ
のの
人人
みみ
たた
いい
にに
楽楽
しし
みみ
なな
がが
らら
、、
仕仕
事事
をを
しし
たた
いい
とと
思思
っっ
たた

事事
でで
すす
。。
二二
つつ
目目
はは
、、
自自
分分
がが
生生
まま
れれ
たた
時時
にに
はは
、、
祖祖
父父
母母
はは
ここ
のの

世世
にに
居居
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
なな
のの
でで
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
々々
をを
自自
分分
のの
祖祖
父父

母母
とと
思思
いい
なな
がが
らら
、、
接接
しし
よよ
うう
とと
思思
いい
介介
護護
のの
仕仕
事事
にに
就就
きき
まま
しし
たた
。。

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

初初
めめ
てて
介介
護護
のの
仕仕
事事
をを
知知
っっ
たた
のの
はは
大大
学学
生生
のの
時時
でで
しし
たた
。。
漢漢
字字

でで
はは
書書
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
具具
体体
的的
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
仕仕
事事
なな

のの
かか
？？
何何
もも
分分
かか
らら
なな
いい
まま
まま
友友
達達
にに
誘誘
わわ
れれ
るる
がが
まま
まま
勉勉
強強
すす
るる

内内
にに
ハハ
ママ
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
たた
。。
現現
在在
はは
訪訪
問問
介介
護護
事事
業業
所所
でで
働働
いい
てて

いい
まま
すす
。。
働働
いい
てて
いい
るる
とと
自自
分分
のの
親親
もも
将将
来来
、、
介介
護護
がが
必必
要要
にに
なな
るる

のの
かか
なな
。。
。。
とと
考考
ええ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
分分
はは
何何
かか
出出
来来
るる
ここ
とと

がが
なな
いい
のの
かか
。。
。。
今今
まま
でで
何何
もも
しし
てて
ここ
なな
かか
っっ
たた
両両
親親
にに
親親
孝孝
行行
をを
しし

よよ
うう
とと
思思
わわ
せせ
るる
てて
くく
れれ
るる
機機
会会
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。  
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MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

私私
がが
介介
護護
のの
仕仕
事事
にに
就就
ここ
うう
とと
思思
っっ
たた
きき
っっ
かか
けけ
はは
、、
二二
つつ
ああ
りり

まま
すす
。。
一一
つつ
目目
はは
中中
学学
生生
のの
時時
にに
入入
っっ
てて
いい
たた
委委
員員
会会
でで
、、
特特
別別
養養

護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
にに
慰慰
問問
にに
行行
っっ
たた
時時
、、
兄兄
のの
同同
級級
生生
がが
とと
てて
もも
楽楽
しし

そそ
うう
にに
入入
居居
者者
ささ
んん
とと
会会
話話
をを
しし
なな
がが
らら
働働
いい
てて
いい
るる
所所
をを
見見
てて
、、

自自
分分
もも
ああ
のの
人人
みみ
たた
いい
にに
楽楽
しし
みみ
なな
がが
らら
、、
仕仕
事事
をを
しし
たた
いい
とと
思思
っっ
たた

事事
でで
すす
。。
二二
つつ
目目
はは
、、
自自
分分
がが
生生
まま
れれ
たた
時時
にに
はは
、、
祖祖
父父
母母
はは
ここ
のの

世世
にに
居居
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
なな
のの
でで
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
々々
をを
自自
分分
のの
祖祖
父父

母母
とと
思思
いい
なな
がが
らら
、、
接接
しし
よよ
うう
とと
思思
いい
介介
護護
のの
仕仕
事事
にに
就就
きき
まま
しし
たた
。。

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

初初
めめ
てて
介介
護護
のの
仕仕
事事
をを
知知
っっ
たた
のの
はは
大大
学学
生生
のの
時時
でで
しし
たた
。。
漢漢
字字

でで
はは
書書
いい
たた
ここ
とと
がが
ああ
りり
まま
しし
たた
がが
具具
体体
的的
にに
どど
のの
よよ
うう
なな
仕仕
事事
なな

のの
かか
？？
何何
もも
分分
かか
らら
なな
いい
まま
まま
友友
達達
にに
誘誘
わわ
れれ
るる
がが
まま
まま
勉勉
強強
すす
るる

内内
にに
ハハ
ママ
っっ
てて
いい
きき
まま
しし
たた
。。
現現
在在
はは
訪訪
問問
介介
護護
事事
業業
所所
でで
働働
いい
てて

いい
まま
すす
。。
働働
いい
てて
いい
るる
とと
自自
分分
のの
親親
もも
将将
来来
、、
介介
護護
がが
必必
要要
にに
なな
るる

のの
かか
なな
。。
。。
とと
考考
ええ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
すす
。。
自自
分分
はは
何何
かか
出出
来来
るる
ここ
とと

がが
なな
いい
のの
かか
。。
。。
今今
まま
でで
何何
もも
しし
てて
ここ
なな
かか
っっ
たた
両両
親親
にに
親親
孝孝
行行
をを
しし

よよ
うう
とと
思思
わわ
せせ
るる
てて
くく
れれ
るる
機機
会会
をを
与与
ええ
てて
くく
れれ
まま
しし
たた
。。  
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MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

「「
病病
気気
がが
進進
行行
しし
てて
もも
、、
自自
宅宅
でで
生生
活活
をを
すす
るる
」」  

をを
支支
ええ
てて
いい
くく

上上
でで
多多
くく
のの
ここ
とと
をを
学学
ぶぶ
機機
会会
がが
ああ
りり
まま
すす
。。  

  

経経
験験
をを
重重
ねね
るる
ここ
とと
でで
相相
手手
のの
行行
動動
やや
言言
動動
をを
、、
ああ
るる
程程
度度
はは
予予

測測
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。  

  

日日
付付
やや
曜曜
日日
のの
感感
覚覚
をを
失失
いい
、、
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
準準
備備
をを
忘忘
れれ
てて

しし
まま
うう
方方
もも
、、
「「
今今
日日
はは
おお
姉姉
ささ
んん
とと
一一
緒緒
にに
出出
るる
日日
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
、、

ここ
ここ
（（
自自
宅宅
））
にに
いい
れれ
ばば
おお
迎迎
ええ
がが
来来
るる
日日
ねね
。。
」」
とと
。。
一一
緒緒
にに
迎迎
ええ

のの
車車
まま
でで
行行
くく
日日
とと
そそ
うう
でで
なな
いい
日日
をを
いい
つつ
のの
間間
にに
かか
理理
解解
しし
てて
いい

るる
のの
でで
すす
。。
本本
人人
のの
でで
きき
るる
ここ
とと
はは
はは
るる
かか
にに
多多
くく
、、
私私
たた
ちち
ププ
ロロ

のの
介介
護護
士士
のの
予予
想想
をを
いい
とと
もも
かか
んん
たた
んん
にに
超超
ええ
てて
きき
まま
すす
。。  

  

飽飽
きき
なな
いい
でで
すす
ねね
～～
介介
護護  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

私私
はは
、、
地地
域域
密密
着着
型型
のの
介介
護護
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
勤勤
めめ
てて
いい
まま
すす
。。  

介介
護護
のの
仕仕
事事
をを
始始
めめ
てて
かか
らら
、、
そそ
のの
地地
域域
やや
、、
街街
にに
はは
介介
護護
やや
人人
のの

手手
をを
必必
要要
とと
しし
てて
いい
るる
高高
齢齢
者者
のの
方方
がが
たた
くく
ささ
んん
いい
るる
のの
だだ
とと
気気
がが

つつ
きき
まま
しし
たた
。。
ここ
のの
仕仕
事事
にに
就就
くく
まま
でで
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
にに
気気
がが
つつ
くく

ここ
とと
もも
ああ
りり
まま
せせ
んん
でで
しし
たた
。。
でで
すす
がが
今今
でで
はは
、、
地地
域域
でで
困困
っっ
てて
いい

るる
高高
齢齢
者者
のの
方方
をを
見見
たた
時時
にに
、、
積積
極極
的的
にに
声声
をを
かか
けけ
てて
いい
まま
すす
。。  

  

介介
護護
職職
とと
しし
てて
一一
人人
のの
社社
会会
人人
とと
しし
てて
、、
高高
齢齢
者者
のの
方方
をを
見見
守守
っっ

てて
いい
かか
なな
けけ
れれ
ばば
なな
らら
なな
いい
とと
気気
づづ
かか
ささ
れれ
まま
しし
たた
。。  
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作 
 
者 

  

「「
病病
気気
がが
進進
行行
しし
てて
もも
、、
自自
宅宅
でで
生生
活活
をを
すす
るる
」」  

をを
支支
ええ
てて
いい
くく

上上
でで
多多
くく
のの
ここ
とと
をを
学学
ぶぶ
機機
会会
がが
ああ
りり
まま
すす
。。  

  

経経
験験
をを
重重
ねね
るる
ここ
とと
でで
相相
手手
のの
行行
動動
やや
言言
動動
をを
、、
ああ
るる
程程
度度
はは
予予

測測
すす
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。  

  

日日
付付
やや
曜曜
日日
のの
感感
覚覚
をを
失失
いい
、、
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
準準
備備
をを
忘忘
れれ
てて

しし
まま
うう
方方
もも
、、
「「
今今
日日
はは
おお
姉姉
ささ
んん
とと
一一
緒緒
にに
出出
るる
日日
じじ
ゃゃ
なな
くく
てて
、、

ここ
ここ
（（
自自
宅宅
））
にに
いい
れれ
ばば
おお
迎迎
ええ
がが
来来
るる
日日
ねね
。。
」」
とと
。。
一一
緒緒
にに
迎迎
ええ

のの
車車
まま
でで
行行
くく
日日
とと
そそ
うう
でで
なな
いい
日日
をを
いい
つつ
のの
間間
にに
かか
理理
解解
しし
てて
いい

るる
のの
でで
すす
。。
本本
人人
のの
でで
きき
るる
ここ
とと
はは
はは
るる
かか
にに
多多
くく
、、
私私
たた
ちち
ププ
ロロ

のの
介介
護護
士士
のの
予予
想想
をを
いい
とと
もも
かか
んん
たた
んん
にに
超超
ええ
てて
きき
まま
すす
。。  

  

飽飽
きき
なな
いい
でで
すす
ねね
～～
介介
護護  
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作 
 
者 

  

「「
幸幸
せせ
」」
っっ
てて
なな
んん
だだ
ろろ
うう
？？
考考
ええ
たた
ここ
とと
ああ
りり
まま
すす
かか
？？  

  

そそ
れれ
はは
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
帰帰
りり
送送
迎迎
でで
のの
事事
。。  

  

糖糖
尿尿
病病
がが
ああ
るる
女女
性性
でで
、、
車車
内内
でで
少少
しし
具具
合合
悪悪
そそ
うう
なな
様様
子子
。。  

  

「「
大大
丈丈
夫夫
、、
よよ
くく
ああ
るる
のの
よよ
。。
帰帰
っっ
てて
休休
めめ
ばば
なな
んん
とと
かか
なな
るる
かか
らら
」」  

  

嫌嫌
なな
予予
感感
がが
しし
てて
、、
デデ
イイ
にに
引引
きき
返返
しし
、、
救救
急急
搬搬
送送
……
極極
度度
のの
高高
血血
糖糖
でで

命命
がが
危危
なな
かか
っっ
たた
とと
医医
師師
かか
らら
。。  

  

退退
院院
しし
てて
かか
らら
、、「「
私私
にに
はは
家家
族族
がが
いい
なな
くく
てて
、、
ずず
っっ
とと
一一
人人
だだ
っっ
たた
けけ
どど
、、

今今
まま
でで
ここ
うう
しし
てて
家家
族族
以以
外外
のの
人人
にに
助助
けけ
らら
れれ
てて
生生
きき
てて
きき
たた
。。
ああ
なな
たた
のの

よよ
うう
なな
人人
とと
関関
わわ
れれ
るる
事事
がが
私私
のの
幸幸
せせ
なな
のの
」」  

  

一一
人人
ひひ
とと
りり
「「
幸幸
せせ
」」
のの
形形
っっ
てて
違違
うう
。。
我我
々々
のの
仕仕
事事
はは
、、
そそ
れれ
らら
をを
一一

つつ
でで
もも
多多
くく
発発
見見
しし
、、
追追
究究
でで
きき
るる
……
素素
晴晴
らら
しし
いい
仕仕
事事
なな
んん
でで
すす
！！  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

私私
はは
介介
護護
職職
1166
年年
目目
をを
迎迎
ええ
、、
2244
歳歳
でで
介介
護護
職職
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

はは
じじ
めめ
はは
、、
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
にに
配配
属属
。。
はは
じじ
めめ
のの
職職
場場
はは
、、
2244
歳歳
～～

2299
歳歳
のの
間間
、、
５５
年年
間間
勤勤
務務
しし
まま
しし
たた
。。
そそ
ここ
でで
、、
１１
人人
のの
女女
性性
利利
用用

者者
とと
出出
会会
いい
まま
しし
たた
。。
私私
のの
ププ
ララ
イイ
ベベ
ーー
トト
なな
話話
しし
をを
そそ
のの
都都
度度
聞聞

いい
てて
もも
らら
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
５５
年年
間間
でで
結結
婚婚
しし
子子
どど
もも
がが
生生
まま
れれ
、、

そそ
のの
たた
びび
にに
女女
性性
利利
用用
者者
はは
、、
やや
ささ
しし
くく
ほほ
ほほ
笑笑
んん
でで
聞聞
いい
てて
くく
れれ

まま
しし
たた
。。
時時
がが
経経
ちち
、、
私私
はは
4400
歳歳
にに
なな
りり
、、
女女
性性
利利
用用
者者
はは
、、
110000
歳歳

をを
迎迎
ええ
、、
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
にに
入入
所所
しし
てて
いい
まま
すす
。。
1100
年年
ぶぶ
りり

にに
会会
いい
にに
行行
っっ
たた
らら
『『
子子
どど
もも
たた
ちち
はは
、、
大大
きき
くく
なな
っっ
たた
のの
』』
とと
出出

会会
っっ
たた
頃頃
とと
変変
わわ
らら
なな
いい
笑笑
顔顔
でで
ほほ
ほほ
笑笑
んん
でで
くく
れれ
まま
しし
たた
。。  
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でで
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子子
どど
もも
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そそ
のの
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びび
にに
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性性
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用用
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はは
、、
やや
ささ
しし
くく
ほほ
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笑笑
んん
でで
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いい
てて
くく
れれ

まま
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。。
時時
がが
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、、
私私
はは
4400
歳歳
にに
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、、
女女
性性
利利
用用
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はは
、、
110000
歳歳

をを
迎迎
ええ
、、
特特
別別
養養
護護
老老
人人
ホホ
ーー
ムム
にに
入入
所所
しし
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いい
まま
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。。
1100
年年
ぶぶ
りり

にに
会会
いい
にに
行行
っっ
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らら
『『
子子
どど
もも
たた
ちち
はは
、、
大大
きき
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なな
っっ
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のの
』』
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会会
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作 
 
者 

  

私私
はは
、、
介介
護護
職職
員員
とと
しし
てて
のの
経経
験験
がが
浅浅
くく
忙忙
しし
なな
くく
働働
いい
てて
いい
まま

すす
。。
勤勤
務務
終終
了了
後後
にに
はは
どど
っっ
とと
疲疲
れれ
がが
……
でで
すす
がが
、、
気気
付付
けけ
ばば
利利
用用

者者
様様
のの
隣隣
でで
話話
をを
しし
てて
癒癒
しし
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
介介
護護
職職
員員
だだ
かか

らら
ここ
そそ
学学
べべ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
毎毎
日日
勉勉
強強
しし
てて
いい
るる
気気
分分
でで
すす
。。
私私
はは
、、

出出
勤勤
すす
るる
たた
びび
にに
利利
用用
者者
様様
かか
らら
パパ
ワワ
ーー
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
るる
！！
介介
護護

っっ
てて
素素
晴晴
らら
しし
いい
！！
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
んん
なな
魅魅
力力
をを
もも
っっ
とと
知知

っっ
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
でで
すす
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

先先
日日
ユユ
ニニ
ッッ
トト
異異
動動
がが
ああ
りり
、、
患患
者者
ささ
んん
がが
初初
めめ
まま
しし
てて
のの
方方
ばば
かか
りり
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
慣慣

れれ
なな
いい
なな
がが
らら
もも
前前
のの
ユユ
ニニ
ッッ
トト
のの
時時
よよ
りり
患患
者者
ささ
んん
とと
のの
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
をを
少少
しし

だだ
けけ
多多
くく
とと
るる
よよ
うう
にに
しし
まま
しし
たた
。。
１１
週週
間間
経経
ちち
、、
少少
しし
ずず
つつ
１１
人人
のの
患患
者者
ささ
んん
とと
間間
にに
関関
係係

値値
がが
築築
かか
れれ
てて
いい
きき
普普
段段
はは
言言
葉葉
数数
がが
少少
なな
いい
そそ
のの
患患
者者
ささ
んん
かか
らら
冗冗
談談
がが
聞聞
かか
れれ
たた
りり
笑笑

顔顔
がが
多多
くく
見見
らら
れれ
るる
よよ
うう
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
しし
てて
そそ
れれ
かか
らら
まま
たた
１１
週週
間間
経経
ちち
そそ
のの
人人
のの
退退

院院
のの
前前
日日
、、
私私
がが
絵絵
がが
得得
意意
なな
ここ
とと
をを
知知
りり
「「
俺俺
のの
似似
顔顔
絵絵
描描
いい
てて
くく
れれ
よよ
!!!!
」」
とと
自自
分分
かか
らら

言言
っっ
てて
くく
だだ
ささ
りり
まま
しし
たた
。。
そそ
のの
場場
でで
描描
いい
てて
渡渡
しし
たた
らら
泣泣
きき
そそ
うう
なな
ほほ
どど
喜喜
んん
でで
くく
れれ
てて
いい

るる
姿姿
をを
見見
てて
胸胸
がが
苦苦
しし
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。
たた
っっ
たた
２２
週週
間間
とと
いい
うう
時時
間間
でで
しし
たた
がが
退退
院院
前前
日日
にに

「「
寂寂
しし
くく
なな
るる
なな
ぁぁ
」」
とと
涙涙
をを
浮浮
かか
べべ
てて
くく
れれ
てて
密密
度度
のの
濃濃
いい
時時
間間
をを
過過
ごご
せせ
てて
良良
かか
っっ
たた
とと

思思
いい
まま
しし
たた
。。
介介
護護
はは
患患
者者
ささ
んん
のの
生生
活活
にに
密密
濃濃
くく
寄寄
りり
添添
っっ
てて
いい
るる
分分
、、
患患
者者
ささ
んん
かか
らら
のの

リリ
アア
クク
シシ
ョョ
ンン
でで
ここ
のの
仕仕
事事
をを
しし
てて
いい
てて
良良
かか
っっ
たた
なな
とと
思思
うう
瞬瞬
間間
がが
たた
くく
ささ
んん
ああ
るる
のの
でで

やや
りり
がが
いい
がが
ああ
るる
とと
思思
いい
まま
すす
！！  
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作 
 
者 

  

私私
はは
、、
介介
護護
職職
員員
とと
しし
てて
のの
経経
験験
がが
浅浅
くく
忙忙
しし
なな
くく
働働
いい
てて
いい
まま

すす
。。
勤勤
務務
終終
了了
後後
にに
はは
どど
っっ
とと
疲疲
れれ
がが
……
でで
すす
がが
、、
気気
付付
けけ
ばば
利利
用用

者者
様様
のの
隣隣
でで
話話
をを
しし
てて
癒癒
しし
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
介介
護護
職職
員員
だだ
かか

らら
ここ
そそ
学学
べべ
るる
ここ
とと
もも
ああ
りり
毎毎
日日
勉勉
強強
しし
てて
いい
るる
気気
分分
でで
すす
。。
私私
はは
、、

出出
勤勤
すす
るる
たた
びび
にに
利利
用用
者者
様様
かか
らら
パパ
ワワ
ーー
をを
もも
らら
っっ
てて
いい
るる
！！
介介
護護

っっ
てて
素素
晴晴
らら
しし
いい
！！
とと
思思
っっ
てて
いい
まま
すす
。。
そそ
んん
なな
魅魅
力力
をを
もも
っっ
とと
知知

っっ
てて
いい
たた
だだ
きき
たた
いい
でで
すす
。。  
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MMeessssaaggee   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

  

私私
はは
日日
々々
のの
業業
務務
のの
中中
でで
排排
泄泄
やや
入入
浴浴
、、
そそ
のの
他他
のの
支支
援援
をを
すす
るる

だだ
けけ
でで
なな
くく
、、
利利
用用
者者
ささ
んん
とと
他他
愛愛
なな
いい
会会
話話
をを
すす
るる
時時
間間
をを
大大
切切

にに
しし
てて
いい
まま
すす
。。
長長
いい
時時
間間
話話
すす
ここ
とと
はは
出出
来来
なな
くく
てて
もも
、、
隣隣
にに
座座

りり
軽軽
くく
肩肩
をを
ママ
ッッ
ササ
ーー
ジジ
しし
たた
りり
、、
手手
をを
取取
りり
合合
うう
ここ
とと
でで
利利
用用
者者

のの
方方
たた
ちち
のの
普普
段段
とと
違違
っっ
たた
表表
情情
をを
見見
るる
ここ
とと
がが
でで
きき
まま
すす
。。
自自
分分

がが
誰誰
かか
のの
喜喜
びび
のの
種種
とと
なな
れれ
るる
ここ
とと
はは
、、
とと
てて
もも
嬉嬉
しし
くく
幸幸
せせ
なな
ここ

とと
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
忙忙
しし
いい
業業
務務
のの
中中
でで
自自
分分
なな
りり
にに

工工
夫夫
をを
しし
、、
利利
用用
者者
のの
方方
たた
ちち
とと
過過
ごご
すす
時時
間間
をを
大大
切切
にに
しし
てて
いい
きき

たた
いい
でで
すす
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

人人
のの
人人
生生
っっ
てて
本本
当当
にに
様様
々々
でで
ああ
るる
。。  

そそ
しし
てて
好好
きき
なな
食食
べべ
物物
はは
いい
くく
つつ
にに
なな
っっ
てて
もも
、、
歯歯
がが
なな
くく
なな
っっ
てて
もも  

食食
べべ
らら
れれ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
驚驚
くく
。。  

日日
々々
、、
違違
うう
利利
用用
者者
様様
のの
様様
子子
にに
驚驚
きき
とと
共共
にに
話話
をを
しし
なな
がが
らら
見見
せせ
てて
くく
れれ
るる  

笑笑
顔顔
にに
本本
当当
にに
元元
気気
をを
もも
らら
ええ
るる  

最最
期期
のの
瞬瞬
間間
はは
とと
てて
もも
寂寂
しし
いい
気気
持持
ちち
とと
ごご
家家
族族
とと
共共
にに
看看
取取
らら
せせ
てて  

いい
たた
だだ
けけ
てて
のの
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
をを
感感
じじ
るる
。。  

私私
一一
人人
でで
はは
９９
年年
間間
もも
仕仕
事事
をを
続続
けけ
るる
ここ
とと
はは
出出
来来
なな
かか
っっ
たた  

とと
思思
うう
。。
周周
りり
のの
職職
員員
のの
方方
々々
にに
感感
謝謝
しし
てて
いい
まま
すす
。。  
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私私
はは
日日
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業業
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中中
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泄泄
やや
入入
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他他
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会会
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。。
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出出
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なな
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にに
座座

りり
軽軽
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肩肩
をを
ママ
ッッ
ササ
ーー
ジジ
しし
たた
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、、
手手
をを
取取
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合合
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ここ
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利利
用用
者者

のの
方方
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ちち
のの
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段段
とと
違違
っっ
たた
表表
情情
をを
見見
るる
ここ
とと
がが
でで
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まま
すす
。。
自自
分分

がが
誰誰
かか
のの
喜喜
びび
のの
種種
とと
なな
れれ
るる
ここ
とと
はは
、、
とと
てて
もも
嬉嬉
しし
くく
幸幸
せせ
なな
ここ

とと
だだ
とと
思思
いい
まま
すす
。。
ここ
れれ
かか
らら
もも
忙忙
しし
いい
業業
務務
のの
中中
でで
自自
分分
なな
りり
にに

工工
夫夫
をを
しし
、、
利利
用用
者者
のの
方方
たた
ちち
とと
過過
ごご
すす
時時
間間
をを
大大
切切
にに
しし
てて
いい
きき

たた
いい
でで
すす
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
 
者 

人人
のの
人人
生生
っっ
てて
本本
当当
にに
様様
々々
でで
ああ
るる
。。  

そそ
しし
てて
好好
きき
なな
食食
べべ
物物
はは
いい
くく
つつ
にに
なな
っっ
てて
もも
、、
歯歯
がが
なな
くく
なな
っっ
てて
もも  

食食
べべ
らら
れれ
るる
とと
いい
うう
ここ
とと
にに
驚驚
くく
。。  

日日
々々
、、
違違
うう
利利
用用
者者
様様
のの
様様
子子
にに
驚驚
きき
とと
共共
にに
話話
をを
しし
なな
がが
らら
見見
せせ
てて
くく
れれ
るる  

笑笑
顔顔
にに
本本
当当
にに
元元
気気
をを
もも
らら
ええ
るる  

最最
期期
のの
瞬瞬
間間
はは
とと
てて
もも
寂寂
しし
いい
気気
持持
ちち
とと
ごご
家家
族族
とと
共共
にに
看看
取取
らら
せせ
てて  

いい
たた
だだ
けけ
てて
のの
感感
謝謝
のの
気気
持持
ちち
をを
感感
じじ
るる
。。  

私私
一一
人人
でで
はは
９９
年年
間間
もも
仕仕
事事
をを
続続
けけ
るる
ここ
とと
はは
出出
来来
なな
かか
っっ
たた  

とと
思思
うう
。。
周周
りり
のの
職職
員員
のの
方方
々々
にに
感感
謝謝
しし
てて
いい
まま
すす
。。  
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朝朝
日日
とと
共共
にに
起起
きき
出出
でで
てて  

小小
鳥鳥
もも
夢夢
かか
らら
飛飛
びび
立立
ちち
ぬぬ  

  

今今
日日
もも
良良
きき
日日
なな
りり  

セセ
ンン
タタ
ーー
ババ
スス
にに
乗乗
るる  

合合
わわ
すす
仲仲
間間
のの
輝輝

くく
笑笑
顔顔  

思思
ええ
ばば
色色
々々
ああ
っっ
たた  

辛辛
ささ
やや
悲悲
しし
みみ
なな
どど
全全
てて
忘忘
れれ
よよ
うう

ああ
なな
たた
にに
会会
ええ
るる
事事  

一一
番番
素素
晴晴
らら
しし
いい  

いい
まま
希希
望望
のの
舟舟
でで
幸幸
せせ
旅旅

にに
出出
るる  

楽楽
しし
いい
人人
生生  

歌歌
声声
高高
らら
かか
にに  

足足
並並
みみ
揃揃
ええ
てて  

共共
にに
歩歩
ここ

うう  

ああ
なな
たた
にに
会会
ええ
たた
事事  

一一
番番
素素
晴晴
らら
しし
いい  

いい
まま
分分
かか
りり
ああ
ええ
るる

ああ
なな
たた
がが
幸幸
せせ  

※※
いい
つつ
もも
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
行行
事事
でで
歌歌
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「「
明明
けけ
方方
足足
元元
かか
らら
スス
ーー
ッッ
とと
煙煙
がが
立立
ちち
上上
っっ
てて
ねね
。。
つつ
いい
にに
迎迎

ええ
がが
きき
てて
、、
誰誰
かか
がが
線線
香香
をを
焚焚
いい
てて
くく
れれ
たた
んん
だだ
とと
思思
っっ
たた
のの
ささ
」」  

通通
所所
のの
利利
用用
者者
がが
言言
っっ
たた
。。  

  

「「
まま
ああ
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
がが
」」  

  

「「
そそ
れれ
でで
、、
穏穏
やや
かか
なな
気気
持持
ちち
でで
目目
をを
閉閉
じじ
たた
んん
だだ
。。
そそ
しし
たた
らら
、、

いい
つつ
まま
でで
寝寝
てて
るる
のの
！！  

っっ
てて
女女
房房
のの
声声
。。
ああ
のの
煙煙
はは
蚊蚊
取取
りり
線線
香香

でで
、、
俺俺
はは
叩叩
きき
起起
ここ
ささ
れれ
たた
っっ
てて
わわ
けけ
」」  

  

笑笑
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
けけ
れれ
どど
、、
理理
想想
のの
最最
期期
だだ
とと
思思
っっ
たた
。。
いい
つつ
のの

間間
にに
かか
旅旅
立立
っっ
てて
いい
るる
。。
そそ
んん
なな
支支
援援
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
頑頑
張張
ろろ
うう
とと

思思
っっ
たた
。。  

作 
 
者 
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朝朝
日日
とと
共共
にに
起起
きき
出出
でで
てて  

小小
鳥鳥
もも
夢夢
かか
らら
飛飛
びび
立立
ちち
ぬぬ  

  

今今
日日
もも
良良
きき
日日
なな
りり  

セセ
ンン
タタ
ーー
ババ
スス
にに
乗乗
るる  

合合
わわ
すす
仲仲
間間
のの
輝輝

くく
笑笑
顔顔  

思思
ええ
ばば
色色
々々
ああ
っっ
たた  

辛辛
ささ
やや
悲悲
しし
みみ
なな
どど
全全
てて
忘忘
れれ
よよ
うう

ああ
なな
たた
にに
会会
ええ
るる
事事  

一一
番番
素素
晴晴
らら
しし
いい  

いい
まま
希希
望望
のの
舟舟
でで
幸幸
せせ
旅旅

にに
出出
るる  

楽楽
しし
いい
人人
生生  

歌歌
声声
高高
らら
かか
にに  

足足
並並
みみ
揃揃
ええ
てて  

共共
にに
歩歩
ここ

うう  

ああ
なな
たた
にに
会会
ええ
たた
事事  

一一
番番
素素
晴晴
らら
しし
いい  

いい
まま
分分
かか
りり
ああ
ええ
るる

ああ
なな
たた
がが
幸幸
せせ  

※※
いい
つつ
もも
デデ
イイ
ササ
ーー
ビビ
スス
のの
行行
事事
でで
歌歌
っっ
てて
いい
まま
すす
。。  

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

「「
明明
けけ
方方
足足
元元
かか
らら
スス
ーー
ッッ
とと
煙煙
がが
立立
ちち
上上
っっ
てて
ねね
。。
つつ
いい
にに
迎迎

ええ
がが
きき
てて
、、
誰誰
かか
がが
線線
香香
をを
焚焚
いい
てて
くく
れれ
たた
んん
だだ
とと
思思
っっ
たた
のの
ささ
」」  

通通
所所
のの
利利
用用
者者
がが
言言
っっ
たた
。。  

  

「「
まま
ああ
、、
そそ
んん
なな
ここ
とと
がが
」」  

  

「「
そそ
れれ
でで
、、
穏穏
やや
かか
なな
気気
持持
ちち
でで
目目
をを
閉閉
じじ
たた
んん
だだ
。。
そそ
しし
たた
らら
、、

いい
つつ
まま
でで
寝寝
てて
るる
のの
！！  

っっ
てて
女女
房房
のの
声声
。。
ああ
のの
煙煙
はは
蚊蚊
取取
りり
線線
香香

でで
、、
俺俺
はは
叩叩
きき
起起
ここ
ささ
れれ
たた
っっ
てて
わわ
けけ
」」  

  

笑笑
っっ
てて
しし
まま
っっ
たた
けけ
れれ
どど
、、
理理
想想
のの
最最
期期
だだ
とと
思思
っっ
たた
。。
いい
つつ
のの

間間
にに
かか
旅旅
立立
っっ
てて
いい
るる
。。
そそ
んん
なな
支支
援援
がが
でで
きき
るる
よよ
うう
頑頑
張張
ろろ
うう
とと

思思
っっ
たた
。。  

作 
 
者 
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平平
成成
1144
年年
４４
月月
にに
「「
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
やや
すす
らら
ぎぎ
ササ
ーー
ビビ
スス
」」
のの
協協
力力
会会
員員
にに
なな
りり
、、
週週
三三
回回
一一

人人
住住
まま
いい
のの
身身
障障
者者
へへ
のの
おお
宅宅
でで
簡簡
単単
なな
朝朝
食食
づづ
くく
りり
とと
、、
身身
体体
障障
害害
施施
設設
（（
現現
障障
害害
者者
福福
祉祉
セセ
ンン

タタ
ーー
））
迄迄
のの
車車
椅椅
子子
でで
のの
送送
るる
仕仕
事事
でで
しし
たた
。。  

  

日日
時時
経経
過過
とと
共共
にに
、、
彼彼
とと
はは
良良
いい
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
出出
来来
てて
、、
良良
きき
相相
手手
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

彼彼
はは
歌歌
がが
上上
手手
でで
私私
はは
習習
わわ
せせ
てて
貰貰
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
まま
たた
朝朝
食食
にに
はは
ここ
んん
なな
もも
のの
がが
食食
べべ
たた
いい
とと
笑笑

いい
なな
がが
らら
話話
しし
合合
っっ
たた
のの
がが
嬉嬉
しし
くく
記記
憶憶
しし
てて
いい
まま
すす
。。
彼彼
とと
はは
三三
年年
半半
位位
のの
つつ
きき
ああ
いい
でで
ああ
っっ
たた
とと

思思
いい
まま
すす
がが
、、
私私
のの
胸胸
腺腺
癌癌
のの
入入
院院
のの
たた
めめ
、、
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
をを
やや
めめ
ざざ
るる
をを
得得
なな
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。

彼彼
とと
はは
涙涙
なな
がが
らら
挨挨
拶拶
しし
たた
のの
をを
記記
憶憶
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

  

今今
かか
らら
十十
数数
年年
前前
のの
ここ
とと
でで
すす
がが
、、
妻妻
がが
腰腰
のの
骨骨
をを
折折
っっ
てて
、、
医医
師師
のの
診診
断断
のの
結結
果果
、、
ココ
ルル
セセ
ッッ
トト

をを
つつ
けけ
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
本本
人人
はは
窮窮
屈屈
ささ
とと
暑暑
ささ
のの
たた
めめ
にに
嫌嫌
がが
りり
、、
ココ
ルル
セセ
ッッ
トト
をを
しし
まま
せせ

んん
でで
しし
たた
。。
注注
意意
すす
るる
がが
一一
向向
にに
聞聞
きき
入入
れれ
まま
せせ
んん
。。  

  

そそ
れれ
にに
階階
段段
のの
昇昇
降降
はは
勿勿
論論
トト
イイ
レレ
にに
行行
くく
のの
もも
困困
難難
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
現現
状状
なな
のの
でで
、、
入入
院院
しし
まま
しし

たた
。。
回回
復復
をを
図図
ろろ
うう
とと
しし
まま
しし
たた
がが
、、「「
肺肺
炎炎
」」
をを
起起
ここ
しし
てて
５５
年年
前前
にに
はは
帰帰
らら
ぬぬ
人人
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。

   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

作 
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ＡＡ
ささ
んん
（（
男男
性性
））
はは
胃胃
瘻瘻
のの
状状
態態
でで
入入
所所
ささ
れれ
まま
しし
たた
がが
、、
奥奥
様様

共共
々々
経経
口口
摂摂
取取
をを
ごご
希希
望望
ささ
れれ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
何何
とと
かか
そそ
れれ
をを
実実
現現

しし
たた
いい
、、
とと
職職
員員
がが
一一
丸丸
とと
なな
りり
、、
経経
口口
移移
行行
をを
開開
始始
。。
初初
めめ
はは
ゼゼ

リリ
ーー
をを
１１
個個
、、
そそ
ここ
かか
らら
ソソ
フフ
トト
食食
をを
少少
量量
ずず
つつ
・・
・・
とと
進進
めめ
、、
完完

了了
後後
はは
極極
細細
食食
をを
召召
しし
上上
がが
れれ
るる
まま
でで
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。  

  

「「
歯歯
ごご
たた
ええ
がが
ああ
っっ
てて
いい
いい
よよ
！！
」」
ここ
れれ
がが
極極
細細
食食
をを
召召
しし
上上
がが

っっ
たた
ＡＡ
ささ
んん
のの
第第
一一
声声
でで
しし
たた
。。
私私
はは
思思
わわ
ずず
涙涙
がが
出出
そそ
うう
にに
なな
りり

まま
しし
たた
。。  

  

ＡＡ
ささ
んん
とと
職職
員員
、、
一一
緒緒
にに
頑頑
張張
っっ
てて
きき
てて
本本
当当
にに
良良
かか
っっ
たた
！！  

  

そそ
しし
てて
そそ
れれ
はは
、、
口口
かか
らら
食食
べべ
らら
れれ
るる
ここ
とと
、、
味味
わわ
ええ
るる
ここ
とと
のの

尊尊
ささ
をを
改改
めめ
てて
皆皆
でで
共共
有有
出出
来来
たた
瞬瞬
間間
でで
しし
たた
。。  
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平平
成成
1144
年年
４４
月月
にに
「「
社社
会会
福福
祉祉
協協
議議
会会
やや
すす
らら
ぎぎ
ササ
ーー
ビビ
スス
」」
のの
協協
力力
会会
員員
にに
なな
りり
、、
週週
三三
回回
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人人
住住
まま
いい
のの
身身
障障
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へへ
のの
おお
宅宅
でで
簡簡
単単
なな
朝朝
食食
づづ
くく
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とと
、、
身身
体体
障障
害害
施施
設設
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現現
障障
害害
者者
福福
祉祉
セセ
ンン

タタ
ーー
））
迄迄
のの
車車
椅椅
子子
でで
のの
送送
るる
仕仕
事事
でで
しし
たた
。。  

  

日日
時時
経経
過過
とと
共共
にに
、、
彼彼
とと
はは
良良
いい
ココ
ミミ
ュュ
ニニ
ケケ
ーー
シシ
ョョ
ンン
がが
出出
来来
てて
、、
良良
きき
相相
手手
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。

彼彼
はは
歌歌
がが
上上
手手
でで
私私
はは
習習
わわ
せせ
てて
貰貰
っっ
てて
いい
まま
しし
たた
。。
まま
たた
朝朝
食食
にに
はは
ここ
んん
なな
もも
のの
がが
食食
べべ
たた
いい
とと
笑笑

いい
なな
がが
らら
話話
しし
合合
っっ
たた
のの
がが
嬉嬉
しし
くく
記記
憶憶
しし
てて
いい
まま
すす
。。
彼彼
とと
はは
三三
年年
半半
位位
のの
つつ
きき
ああ
いい
でで
ああ
っっ
たた
とと

思思
いい
まま
すす
がが
、、
私私
のの
胸胸
腺腺
癌癌
のの
入入
院院
のの
たた
めめ
、、
ボボ
ララ
ンン
テテ
ィィ
アア
をを
やや
めめ
ざざ
るる
をを
得得
なな
くく
なな
りり
まま
しし
たた
。。

彼彼
とと
はは
涙涙
なな
がが
らら
挨挨
拶拶
しし
たた
のの
をを
記記
憶憶
しし
てて
いい
まま
すす
。。  

  

今今
かか
らら
十十
数数
年年
前前
のの
ここ
とと
でで
すす
がが
、、
妻妻
がが
腰腰
のの
骨骨
をを
折折
っっ
てて
、、
医医
師師
のの
診診
断断
のの
結結
果果
、、
ココ
ルル
セセ
ッッ
トト

をを
つつ
けけ
るる
ここ
とと
にに
なな
りり
まま
しし
たた
。。
本本
人人
はは
窮窮
屈屈
ささ
とと
暑暑
ささ
のの
たた
めめ
にに
嫌嫌
がが
りり
、、
ココ
ルル
セセ
ッッ
トト
をを
しし
まま
せせ

んん
でで
しし
たた
。。
注注
意意
すす
るる
がが
一一
向向
にに
聞聞
きき
入入
れれ
まま
せせ
んん
。。  

  

そそ
れれ
にに
階階
段段
のの
昇昇
降降
はは
勿勿
論論
トト
イイ
レレ
にに
行行
くく
のの
もも
困困
難難
とと
なな
っっ
てて
いい
るる
現現
状状
なな
のの
でで
、、
入入
院院
しし
まま
しし

たた
。。
回回
復復
をを
図図
ろろ
うう
とと
しし
まま
しし
たた
がが
、、「「
肺肺
炎炎
」」
をを
起起
ここ
しし
てて
５５
年年
前前
にに
はは
帰帰
らら
ぬぬ
人人
とと
なな
りり
まま
しし
たた
。。
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「東京の介護ってすばらしい！グランプリ 2020」協賛企業一覧 

＊順不同・敬称略 

種別 企業名 

広告協賛 株式会社木万屋商会 

マルタマフーズ株式会社 

一般協賛 株式会社東京福祉総合研究所 

Ｎ＆Ｆテクノサービス株式会社 

ワタキューセイモア株式会社 

株式会社日精協サービスセンター 

株式会社伊藤園 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

制 作○社会福祉法人 東京都社会福祉協議会 東京都高齢者福祉施設協議会 

事務局○社会福祉法人東京都社会福祉協議会 福祉部 高齢担当 

      TEL：03-3268-7172 FAX：03-3268-0635  

メール：kourei@tcsw.tvac.or.jp 

URL：https://www.tcsw.tvac.or.jp/bukai/kourei/ 

東京都高齢者福祉施設協議会とは？ 
 

東京都高齢者福祉施設協議会は、社会福祉法人東京都社
会福祉協議会（東社協）における業種別部会の一つであり、
東京都内の特別養護老人ホーム・養護老人ホーム・軽費老
人ホーム・地域包括支援センター・在宅介護支援センタ
ー・デイサービスセンターを会員とする組織です。（会員
数約 1,200） 

東京の高齢者福祉の発展と、福祉サービスの質の向上を
目指して、業種別・職種別・テーマ別など、さまざまな委
員会活動をとおして、研修会の企画や調査研究、提言活動、
ネットワークづくりに取組んでいます。 
 
 
 
 

東京都高齢者福祉施設協議会 
マスコットキャラクター 

「アクティブル」 
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